ホームページ投稿原稿（21/６月）
NO.1773（赤津さん）	
[bookmark: _Hlk75008551]（タイトル）仲間募集！絹一子ども会から
（文　章）「絹一子ども会」って知っていますか。子どもさん同士がつながって、遊んだり、地域のお手伝いをしたり、そして、ママやパパも知り合いが増えて、忙しい中に楽しい時間が持てますよ！子ども会に気軽に入ってみませんか。今、子ども会が仲間を募集していまーす。
[bookmark: _Hlk72133292]（画　像）1773-1（JPG: 子ども会からのお知らせ）
NO.1774（吉留さん）
（タイトル）「長沼小だより」（令和３年５月３１日発行）です。
（文　章）「長沼小だより」（令和３年５月３１日発行）です。八王子市立長沼小学校からのお知らせです。
（画　像）1774-1～2（JPG：「長沼小だより」1P～2P）
NO.1775（岩崎さん）
（タイトル）「やまゆり」（令和３年６月１日発行）です。
（文　章）「やまゆり」（令和３年６月１日発行）です。八王子市立打越中学校からのお知らせです。
（画　像）1775-1～2（JPG: 「やまゆり」1P～2P）
NO. 1776（岩崎さん）
（タイトル）７月の自治会の行事などのお知らせ
（文　章）７月の自治会の行事などの予定です。
新型コロナ対応の「緊急事態宣言」は２０日をもって、「まん延防止等重点措置」に切り替えらえる模様ですが、まだまだ油断はできません。ワクチン接種は受けられましたか。引き続き、マスク着用、手洗い励行、３蜜を避けるなどの防止策を心がけましょう！！
[bookmark: _Hlk75009069]（画　像）1776-1（JPG: おしらせNO.21-06）
NO. 1777（井田さん）
（タイトル）７月からの資源集団回収についてのお知らせ
（文　章）７月度より自治会の資源集団回収は、これまで第２土曜日の子ども会回収がなくなり、毎月第１、３週の土曜日だけになります。注意して資源ゴミを出していただきますようお願いいたします。これからも資源集団回収になお一層のご理解とご協力をお願いいたします。
（画　像）1777-1（JPG: おしらせNO.21-07）
NO.1778（井田さん）
（タイトル）水道管の取替工事のお知らせ
（文　章）八王子市の水道管の取替工事が７月中旬から来年２月下旬（午前９時～午後６時）の予定で行われます。場所は、野猿街道のバス停打越弁財天からバス停多摩丘陵の間と絹ヶ丘２丁目の一部です。絹一の地域内ではありませんが、通行される方も多いと思われます。工事期間中は、通行止めや片側交互通行となりますので新道への迂回などで対処してください。
（画　像）1778-1（JPG: おしらせNO.21-08）、1778-2～5（JPG：「水道管の取替工事～」1P～4P）



NO. 1779（加瀬さん）
（タイトル）無料耐震相談／八王子市からのお知らせ
（文　章）今年度も八王子市の「耐震相談」があります。申し込み条件を確認して、所定の方法でお申し込みください。
（画　像）1779-1～2（JPG：無料耐震相談のお知らせ1P～2P）
NO. 1780（加瀬さん）
（タイトル）会員皆さんにお弁当を配りました。
（文　章）絹一フレンドは、２か月に１回、会員の皆さんの誕生会を開催し、食事をしながら演芸などで楽しい時間を過ごしています。しかし、新型コロナウイルス感染の影響で、昨年のⅩ月以来、行っていません。せめて、ご家庭でおいしい食事をと考え、お弁当をお配りすることにしました。
６月２０日（日）、役員会終了後、地区委員が、それぞれのご家庭を訪問し、ご様子を聞きながら、お弁当をお渡しいたしました。
（画　像）1780-1（写真1: ２０日に開催された役員会で経過報告する平林会長（中央））
NO.1781（吉山さん）
（タイトル）自治会館の前に馬頭観音があるのを知っていますか。
（文　章）自治会館の前、セブンイレブン方面に上る坂道の入り口の左に小さな石碑があるのをご存じですか。石碑の表には「馬頭観世音」、側面には明治２０年３月１日と刻まれています。（明治２０年は1887年）
下の地図の左側は、明治３９年測量による自治会周辺の地図、右側は現在の地図です。オレンジ色の線は昔の道を現在に重ね合したものです。すると、春日橋辺りから、今の京王線、北野街道を突っ切って、自治会館の前を右にカーブ、馬頭観音の脇を通って、今の野猿街道につながる道が存在していたことがわかります。野猿街道は昔、小野路街道とよばれ、八王子から町田の小野路、さらには鎌倉街道につながる主要道路でした。小野路街道は野猿街道に沿って今でも古道が残っています。自治会館の前に馬頭観音があるということは、この道を人や荷物を積んだ馬が往来していたことを物語っています。
馬頭観音は、観世音菩薩の化身の一つで、唯一、怒った面相で宝冠に馬頭をいただき、悪魔を馬のような勢いで打ち負かすといわれています。江戸時代になって馬が移動や荷運びの手段として使われるようになり、馬が急死した道端などに供養塔として馬頭観音が多く祀られたと言われています。１００年以上も前に自治会館の前を人や馬が通り過ぎたのを想像するのも興味深いですね。
[bookmark: _Hlk75009889][bookmark: _Hlk75159202]（画　像）1781-1（写真1：左が明治３９年測量の地図、右は現在のもの）、1781-2（写真2：自治会館の前、上り坂の入り口付近）、1781-3（写真3：馬頭観音と彫られた石碑）、1781-4（写真4：馬頭観音という文字が読み取れる。）、1781-5（写真4：碑の側面に明治２０年３月１日とある。）
NO. 1782（早坂さん）
（タイトル）梅雨の中休み（６月２１日）
（文　章）今年の梅雨入りは、沖縄から東海地方までは、５月中の梅雨入りと平年より大幅に早くなっていましたが、関東甲信では6月１４日と、ここ１０年で最も遅い平年より１週間遅れの梅雨入りとなりました。
６月２１日は、梅雨の中休み？時々、日が差す陽気の公園を歩いてみました。斜面の草原には地味ですがたくさんの種類の花がさいていました。お花畑を歩いている楽しい気持ちになりました。晴れ間をねらって、公園散策もいいですよ。
（画　像）1782-1（写真1）、1782-2（写真2）、1782-3（写真3
）
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